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 要 旨   

 

背景：喫煙や飲酒と転倒との関連についてのエビデンスは十分ではない。本研究では、中高年層におけ

る喫煙・飲酒と転倒リスクとの縦断的な関連を明らかにすることを目的とした。 

 

方法：本コホート研究の対象は、地域在住の日本人 40～74 歳の 7,542 名である。ベースライン調査は

2011～2013 年に自己記入式質問票で実施され、5 年後に第 2 回目の調査を行った。予測因子は喫煙レ

ベルおよび飲酒量であり、アウトカムは再発性転倒（過去 1 年間に 2 回以上の転倒）とし、自己申告に

よる情報を収集した。共変量には、人口統計学的要因、生活習慣、BMI、一般的な健康状態、既往歴を

含めた。 

 

結果：参加者の平均年齢は 60.3 歳であり、喫煙レベルが高いほど再発性転倒リスクと関連しており（ト

レンド調整済 P 値＝0.0386）、1 日 20 本以上の喫煙者では、生涯非喫煙者に比べて有意に高いリスク

（調整後 OR:1.93, 95％CI：1.20–3.10）との関連が見られた。喫煙と再発性転倒リスクの関連は、非飲

酒者よりも飲酒者において強く（調整後 OR:2.75, 95％CI：1.57–4.81）、交互作用の可能性が示唆され

た(P＝0.1035）。飲酒量と再発性転倒リスクとの間に用量依存性の関連は全体としては認められなかっ

たが、男性において中等量（エタノール換算 150～299g／週）の飲酒者が非飲酒者と比べて有意に再発

性転倒リスクの低下との関連が認められた（調整後 OR:0.57, 95％CI：0.33–0.98）。 

 

結論：喫煙は転倒再発リスクの上昇と用量依存的に関連していた。飲酒については用量依存的な関連は

確認されなかったが、適度なアルコール摂取は、転倒リスクの低下と関連している可能性がある。さら

に、喫煙とアルコール摂取の間には、転倒リスクに対する交互作用の可能性も示唆された。 

  


